
介紹

朝
通
交
で
の
宗
氏
の
拾
頭
、
ま
た
正
使
（
通
交
許

可
者
の
名
義
を
偽
っ
て
通
商
す
る
商
人
）
の
発
生

と
そ
の
取
締
り
の
た
め
朝
鮮
と
宗
氏
の
間
に
約
定

が
結
ば
れ
る
経
過
を
述
べ
て
い
る
。

　
河
合
正
治
「
東
山
文
化
と
武
土
階
層
」
　
東
山

文
化
に
対
す
る
武
士
諸
階
層
の
か
か
わ
り
を
具
体

例
を
あ
げ
考
察
し
た
も
の
。
政
治
社
会
面
の
動
向

（
守
護
大
名
の
勢
力
失
墜
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
中

央
で
の
奉
公
衆
お
よ
び
地
方
で
の
守
護
代
・
国
人

層
の
進
出
）
が
文
化
活
動
（
北
山
文
化
の
担
い
手

と
し
て
の
守
護
大
名
と
、
東
山
文
化
の
担
い
手
と

し
て
の
奉
公
衆
お
よ
び
地
方
で
の
受
容
体
と
し
て

の
国
人
層
）
に
影
響
を
与
え
て
い
る
状
況
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　
国
島
浩
正
「
中
世
後
期
に
お
け
る
領
主
制
の
発

展
一
葦
中
国
新
見
庄
の
±
豪
金
子
氏
の
領
主
化
へ

の
志
向
に
つ
い
て
一
」
名
主
層
の
階
層
分
化
を
背

景
に
、
土
豪
層
1
1
有
力
名
主
層
（
田
所
金
子
氏
）

は
荘
官
名
な
ど
を
中
核
と
し
て
名
主
職
を
集
積
し
、

加
え
て
名
主
連
合
に
よ
り
領
主
化
を
指
向
す
る
が
、

荘
官
と
し
て
庄
園
制
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
か
ぎ
り

東
寺
直
務
支
配
下
で
の
写
譜
職
の
否
定
の
事
態
に

あ
っ
た
と
き
に
没
落
し
た
と
す
る
。

　
黒
川
正
宏
「
中
世
村
落
の
基
礎
構
造
」
　
菅
野

荘
と
山
国
荘
と
の
対
比
を
軸
に
土
豪
層
の
存
在
の

膚
無
が
村
落
形
態
に
規
定
的
条
件
で
あ
る
と
す
る

も
の
。
す
な
わ
ち
土
豪
の
存
在
す
る
山
国
荘
で
は

惣
荘
一
村
惣
中
の
二
重
構
造
を
と
り
特
権
的
存
在

と
し
て
名
主
層
が
あ
る
の
に
対
し
、
存
在
し
な
い

菅
浦
荘
は
階
層
差
の
乏
し
い
村
落
構
造
で
、
惣
荘

の
み
の
単
一
構
造
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
中
世
惣

村
の
典
型
と
し
て
は
山
国
荘
が
そ
れ
に
あ
た
る
と

す
る
。

　
松
岡
久
人
「
室
町
戦
国
期
の
周
防
国
衙
領
と
大

内
氏
」
　
周
防
守
護
大
内
氏
が
そ
の
守
護
領
困
制

の
展
開
の
な
か
に
国
衙
領
を
い
か
に
編
成
し
た
か

を
究
明
し
た
も
の
。
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
の
も

と
、
大
内
氏
は
悠
永
六
年
国
衙
領
法
度
を
制
定
し

国
衙
の
権
益
を
保
証
す
る
。
爾
来
、
法
度
は
代
々

安
堵
さ
れ
る
が
、
実
態
と
し
て
は
次
第
に
国
衙
賦

課
は
強
化
さ
れ
て
ゆ
き
応
仁
の
乱
後
は
国
衙
領
横

領
に
い
た
る
。
そ
の
後
再
び
東
大
寺
に
還
付
さ
れ

困
衙
維
持
が
図
ら
れ
る
が
、
そ
の
頃
に
は
徳
政
一

揆
が
勃
発
し
支
配
の
質
的
転
換
が
も
と
め
ら
れ
る

時
期
に
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
青
野
春
水
「
戦
国
期
伊
予
に
お
け
る
軍
制
と
知

行
制
」
　
伊
予
守
護
河
野
氏
は
十
五
世
紀
末
～
十

六
世
紀
前
半
に
か
け
て
軍
制
の
再
編
成
（
御
一
門

三
十
二
将
器
）
を
行
な
っ
た
。
知
行
制
で
は
充
分

に
荘
園
制
的
な
職
の
知
行
を
克
服
で
き
ず
、
領
国

内
に
は
小
戦
国
大
名
的
存
在
を
含
ん
で
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
河
野
氏
が
支
配
を
保
て
た
の
は
こ

の
再
編
成
に
よ
る
組
織
化
に
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。

　
渡
辺
澄
夫
「
荘
園
制
と
封
建
制
私
見
－
一
般
的

理
解
の
推
進
の
た
め
に
一
」
　
荘
園
的
貴
族
的
土

地
所
有
と
封
建
的
領
主
的
土
地
所
有
の
本
質
的
相

違
を
貢
租
の
有
無
に
も
と
め
、
ま
た
封
建
制
の
完

成
型
た
る
幕
藩
体
制
下
土
地
所
有
の
主
特
徴
を
軍

役
・
幕
府
直
轄
地
に
し
ぼ
り
、
そ
の
淵
源
を
た
ど

る
こ
と
に
よ
り
、
や
は
り
鎌
倉
政
権
を
封
建
制
成

立
の
端
緒
で
あ
る
と
論
じ
る
。

　
　
　
　
　
（
綾
村
宏
・
京
都
大
学
大
学
院
学
生
）

　
『
近
世
社
会
経
済
史
論
集
』
は
十
一
論
文
を
収

め
て
い
る
。

　
吉
永
昭
「
城
下
町
御
用
商
人
の
性
格
に
つ
い

て
」
は
、
信
州
松
代
藩
の
御
用
商
入
八
田
家
の
化

政
か
ら
天
保
期
に
お
け
る
資
金
調
達
の
実
態
を
解

明
し
、
同
家
が
藩
の
内
借
方
か
ら
の
借
用
に
依
存
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す
る
と
と
も
に
、
逆
に
内
借
方
に
対
し
て
多
額
の

資
金
を
調
達
上
納
し
て
お
り
、
そ
の
力
で
産
物
会

所
頭
取
と
し
て
の
活
躍
が
保
証
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

そ
こ
に
こ
の
段
階
の
藩
権
力
と
城
下
資
本
の
結
び

つ
き
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　
藤
済
番
「
近
世
交
通
史
の
一
考
察
」
は
、
備
中

矢
掛
宿
石
井
家
文
書
を
用
い
て
、
近
旗
の
特
権
通

行
の
う
ち
諸
侯
・
家
中
の
通
行
の
人
馬
使
用
型
態
、

継
送
り
側
の
経
済
的
負
担
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

　
山
中
寿
夫
「
鳥
取
藩
の
米
穀
統
制
に
つ
い
て
」

は
、
中
期
以
前
を
対
象
と
し
、
津
留
め
・
津
明
き

の
実
態
、
米
価
統
制
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
、
同
藩

の
政
策
を
栄
典
的
な
も
の
と
結
論
し
て
い
る
が
、

用
瀬
・
智
頭
・
若
桜
な
ど
の
「
小
米
穀
市
場
圏
」

が
、
杣
所
・
和
紙
・
鉄
山
な
ど
の
特
産
地
と
結
び

つ
い
て
い
る
以
上
、
そ
の
間
の
構
造
的
連
関
が
も

っ
と
知
り
た
い
し
、
在
地
米
価
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
明
暦
期
か
ら
存
在
す
る
大
坂
米
価
、
ひ
い
て
は

大
坂
市
場
の
規
定
性
も
つ
っ
こ
ん
だ
分
析
が
ほ
し

い
。　

小
林
弍
「
裏
日
本
に
お
け
る
瀬
戸
内
塩
の
流

通
」
。
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
越
後
で

は
、
地
元
生
産
塩
と
能
登
塩
が
流
通
し
、
信
州
・

佐
渡
・
会
津
な
ど
へ
移
出
し
、
領
主
も
専
売
な
ど

に
よ
り
こ
れ
を
統
制
し
て
い
た
が
、
西
廻
り
航
路

開
発
に
と
も
な
い
、
防
長
を
中
心
と
す
る
十
藁
菰

が
薄
黒
し
、
享
保
以
降
は
越
後
諸
港
取
扱
い
塩
を

ほ
ぼ
独
占
す
る
に
至
っ
た
。
地
元
製
塊
地
の
多
く

は
衰
退
し
た
が
、
一
億
に
間
道
を
通
じ
て
す
る
僑

州
へ
の
数
荷
と
結
ん
で
存
続
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　
小
川
国
治
「
長
騎
貿
易
に
お
け
る
俵
物
独
占
集

荷
体
制
の
成
立
過
程
」
は
、
元
禄
十
年
前
後
か
ら

銅
産
減
退
の
代
替
輸
出
品
と
し
て
重
要
性
を
増
し

て
き
た
俵
物
が
、
正
徳
・
享
保
期
に
は
そ
の
比
重

を
逆
転
さ
せ
て
優
位
に
立
っ
て
い
く
過
程
で
、
幕

府
が
長
崎
会
所
を
通
し
て
の
長
崎
俵
物
一
手
請
方

問
屋
の
設
定
、
そ
れ
に
よ
る
俵
物
集
祷
の
独
占
を

は
か
る
政
策
を
う
ち
出
し
て
く
る
経
過
を
、
年
次

を
追
い
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。

　
道
重
哲
男
門
近
世
後
期
広
島
藩
に
お
け
る
経
済

的
対
抗
」
。
化
政
か
ら
天
保
期
に
厳
格
層
分
化
の

進
行
す
る
中
で
、
地
主
化
し
つ
つ
あ
る
山
持
荷
主

層
と
、
余
業
と
し
て
の
林
業
に
従
事
せ
ざ
る
を
え

な
い
小
前
百
姓
・
浮
過
信
が
、
藩
用
材
の
出
荷
を

め
ぐ
っ
て
、
生
産
費
も
課
署
し
な
い
き
び
し
い
藩

専
売
政
策
と
対
抗
し
、
他
所
売
と
流
通
利
潤
を
確

保
す
る
に
い
た
る
過
程
を
描
く
。

　
黒
田
嘉
彦
「
知
行
地
の
構
成
」
。
広
島
藩
で
は

延
宝
三
年
に
廃
止
さ
れ
た
地
方
知
行
が
、
元
禄
十

三
年
旧
に
復
し
た
。
こ
の
「
逆
転
」
の
論
理
を
追

求
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
が
、
本
稿
は
導
入
部
的

位
置
に
あ
り
、
続
論
に
期
待
す
る
。

　
頼
禧
　
「
近
世
の
宮
座
と
村
落
」
は
、
備
後
国

山
手
村
と
木
之
庄
村
八
幡
宮
の
宮
座
に
つ
い
て
、

構
成
員
の
変
遷
、
藩
に
よ
る
身
分
懸
盤
と
の
関

連
、
お
な
じ
く
農
民
階
層
構
成
の
変
化
と
の
関
連

を
具
体
的
に
検
討
し
た
も
の
。

　
笠
井
助
治
「
寛
政
異
学
の
禁
と
藩
学
」
は
、
全

国
諸
藩
の
藩
学
に
お
い
て
、
寛
政
二
年
の
前
と
後

で
ど
の
よ
う
に
学
派
・
学
風
が
変
化
し
た
か
を
一

覧
表
に
ま
と
め
、
学
問
思
想
の
統
制
抑
圧
、
人
間

性
、
学
術
発
展
の
諸
側
面
に
お
い
て
一
大
損
失
の

非
難
を
免
れ
得
な
い
と
結
論
し
て
い
る
。
今
醸
の

研
究
者
に
も
頂
門
の
心
耳
た
る
を
失
わ
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
豊
田
寛
三
「
長
州
戦
争
と
村
落
の
動
向
」
は
、

長
州
征
伐
に
よ
る
諸
負
担
の
増
大
が
広
島
面
罵
に

「
世
直
し
状
況
」
を
生
み
出
し
、
維
新
に
至
る
事

情
を
述
べ
て
い
る
が
、
村
役
人
層
の
位
置
づ
け
が
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や
や
図
式
的
に
過
ぎ
る
き
ら
い
は
な
い
か
。

　
渡
辺
則
文
・
有
元
正
雄
「
臣
大
塩
田
地
主
の
形

成
と
塩
の
生
産
構
造
」
は
、
岡
山
県
児
島
郡
皆
野

町
の
「
塩
田
王
」
、
野
崎
家
の
分
析
。
幕
末
に
塩
田

地
主
と
し
て
基
礎
を
築
い
た
同
家
は
、
明
治
中
期

に
か
け
て
利
潤
を
土
地
集
積
に
投
下
し
、
巨
大
耕

地
地
主
と
し
て
確
立
、
塩
と
米
を
結
合
さ
せ
た
経

営
形
態
を
と
り
、
そ
の
内
部
で
形
式
的
な
小
作
制

の
も
と
で
の
実
質
的
な
資
本
・
賃
労
働
制
で
あ
る

嶺
作
美
方
制
を
展
開
し
て
い
く
。

　
以
上
、
い
ず
れ
も
各
執
筆
者
得
意
の
テ
ー
マ
ば

か
り
で
あ
っ
て
、
紹
介
者
の
個
人
的
関
心
と
能
力

を
こ
え
る
多
く
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

要
約
の
不
十
分
や
四
坐
ち
が
い
の
批
評
が
あ
れ
ば
、

お
ゆ
る
し
頂
き
た
い
。
最
後
に
、
福
尾
教
授
の
一

層
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
・
京
都
大
学
助
教
授
）

　
（
『
日
本
中
世
史
論
集
』
　
A
5
判
三
四
四
ペ
ー
ジ

定
価
二
、
五
8
円
、
避
窪
蓮
済
器
集
』

　
A
5
判
三
九
四
ペ
ー
ジ
　
定
価
三
、
○
○
○
円
、
い

　
ず
れ
も
昭
和
四
七
年
七
月
刊
　
吉
川
弘
文
館
発
行
）

『
寓
田
林
市
史
』
第
四
巻

　
こ
の
ほ
ど
「
窟
田
林
市
史
」
第
四
巻
が
刊
行
さ

れ
た
。
本
巻
は
全
五
巻
－
第
一
～
第
三
巻
本
編
・

第
四
～
第
五
巻
史
料
編
一
の
う
ち
の
史
料
編
1
に

当
り
、
市
域
及
び
関
係
深
い
地
域
に
関
す
る
考

古
・
古
代
・
中
世
・
近
世
（
但
し
近
世
は
村
勢
及

び
土
地
制
度
）
の
史
料
を
網
羅
し
収
録
し
て
い
る
。

本
巻
作
成
に
は
、
北
野
耕
平
、
井
上
薫
、
熱
田
公
、

竹
安
繁
治
、
福
山
昭
の
諸
氏
が
協
力
さ
れ
た
由
で

あ
る
が
、
ま
ず
市
民
と
学
界
と
が
新
た
な
共
有
財

産
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。

　
す
で
に
富
田
林
は
、
昭
和
二
五
年
帯
制
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
同
三
〇
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た

「
富
田
林
市
誌
」
（
全
一
巻
）
を
膚
し
て
い
る
が
、

今
圓
の
企
画
に
よ
り
我
々
は
一
層
充
実
し
た
市
史

を
受
取
る
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

　
富
田
林
市
は
地
理
的
に
は
大
阪
平
野
の
東
南
部
、

金
剛
・
和
泉
山
脈
を
背
に
し
て
大
和
州
の
支
流
石

川
の
略
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、
歴
史
的
に
は
中

世
末
期
永
禄
年
間
に
寺
内
町
と
し
て
、
そ
の
発
展

の
緒
に
つ
い
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
寺
内
町

と
は
真
宗
寺
院
を
中
核
と
し
て
町
屋
を
抱
え
込
み
、

住
民
同
志
が
真
宗
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
？
て
結

合
し
た
町
場
で
あ
っ
て
、
日
本
歴
史
上
数
少
な
い

自
生
的
都
甫
形
成
の
一
類
型
で
あ
る
。
富
田
林
も

こ
の
寺
内
町
の
典
型
と
し
て
、
戦
前
よ
り
多
く
の

研
究
者
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
、
研
究
対
象
と
さ
れ

て
来
た
。

　
本
巻
中
世
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
戦
記
・
日

記
類
に
記
さ
れ
た
富
田
林
の
動
向
や
「
興
正
寺
由

緒
書
抜
」
が
語
る
諸
事
実
は
、
寺
内
町
富
田
林
の

形
成
過
程
や
構
造
を
探
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
、
ま
た
近
世
編
に
収
め
ら
れ
た
検
地
帳
・
五

人
組
帳
・
宗
旨
愚
母
を
初
め
と
す
る
諸
帳
簿
は
、

寺
内
町
と
し
て
形
成
さ
れ
た
富
田
林
の
近
世
に
お

け
る
展
開
を
見
る
上
で
基
本
的
な
素
材
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
近
世
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
旧
彼
方

村
・
錦
部
村
・
北
大
伴
村
・
新
堂
村
・
山
中
田
村

の
同
様
な
帳
簿
は
、
近
世
富
田
林
の
町
場
と
し
て

の
機
能
・
役
割
を
地
域
的
広
が
り
に
お
い
て
捉
え

る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
様
に
、
本
巻
に
は
中
世
末
～
近
世
に
お
け

る
、
町
場
と
し
て
の
富
田
林
の
動
向
を
明
ら
か
に

さ
せ
る
基
本
史
料
が
豊
富
に
盛
込
ま
れ
て
い
る
が
、

r
本
巻
の
意
義
は
そ
れ
に
留
ら
な
い
。
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